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「
特
別
軍
事
行
動
」
と
呼
ん
で
い
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
始
ま
っ
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土
の
一
体
性
を

毀
損
し
、
国
際
法
に
違
反
す
る
。
第
２
次

世
界
大
戦
後
、
最
大
規
模
の
戦
争
が
起

き
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
怒
り
の
感
情
が
渦

巻
い
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
の
要
求
に
応
じ
て
、
各
国
が

武
器
供
与
し
、
ロ
シ
ア
の
打
倒
が
最
大
唯

一
の
目
標
で
あ
る
か
の
如
く
だ
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
歴
史
や
国
民
性
は
、
計
り
知
れ
な

い
が
、
少
な
く
と
も
穏
や
か
な
日
常
が
死

に
脅
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
実
の

苦
悩
は
、
如
何
ば
か
り
で
あ
ろ
う
か
と
思

う
と
想
像
を
絶
す
る
。 

 

プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

大
統
領
の
双
方
に
食
い
込
め
る
第
三
国

の
人
物
は
現
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
佐
藤

優
氏
の
主
張
す
る
「
内
在
的
論
理
」
を
捉

え
ら
れ
る
人
物
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

か
つ
て
我
が
国
は
、「
鬼
畜
米
英
」
と
称

し
て
、
国
民
の
敵
愾
心
を
煽
り
、
米
英
の

実
像
に
対
す
る
研
究
も
し
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
文
化
人
類
学
者
を
集

め
、
日
本
研
究
に
力
を
入
れ
た
そ
う
だ
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
す
る
戦
争
の
熱
気

報
道
だ
け
が
印
象
に
刻
ま
れ
、
と
も
す
れ

ば
戦
争
に
苦
し
む
人
々
の
日
常
が
見
え

な
く
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

「
戦
争
ほ
ど
、
残
酷
な
も
の
は
な
い
。

戦
争
ほ
ど
、
悲
惨
な
も
の
は
な
い
」
の
だ
。 

 

今
年
４
月
時
点
で
、
国
連
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
伴
う
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

金
融
市
場
の
混
乱
に
よ
り
、
世
界
１
０
７

カ
国
で
１
７
億
人
が
深
刻
な
打
撃
を
受

け
た
と
発
表
し
た
。
う
ち
、
５
億
５
，
３

０
０
万
人
が
貧
困
状
態
に
あ
り
、
２
億
１ 
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，
５
０
０
万
人
が
栄
養
不
足
で
、
貧
困
と

飢
餓
が
拡
大
し
て
い
る
と
訴
え
た
。 

ま
た
、
我
が
国
に
目
を
向
け
る
と
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
勃
発
と
、
台
湾
海
峡
危
機

で
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

国
会
で
は
、
防
衛
費
の
積
み
上
げ
だ
け

で
は
な
く
、
長
期
的
な
国
防
に
関
し
て
深

い
議
論
を
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

人
的
情
報
や
公
開
デ
ー
タ
の
分
析
で
独

自
の
精
密
な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
一
層
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
海
外
に
情
報
要
員
を
配

置
し
、
独
自
情
報
を
入
手
す
る
対
外
情
報

機
関
を
持
っ
て
い
な
い
国
は
、
Ｇ
７
（
主

要
７
カ
国
）
の
中
で
、
日
本
た
だ
一
国
だ

け
だ
と
い
う
で
は
な
い
か
。 

 

か
つ
て
、
日
本
軍
の
７
３
１
部
隊
は
、

旧
満
州
で
精
巧
な
生
物
兵
器
を
開
発
し

人
体
実
験
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
反
省
か

ら
戦
後
、
生
物
戦
か
ら
手
を
引
い
た
そ
う

だ
。 

 

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
ロ
シ

ア
は
、
敵
の
仕
掛
け
に
備
え
、
病
原
菌
を

培
養
し
、
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
、
い
つ
で

も
対
抗
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
き
て
い

る
そ
う
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
出

た
と
き
、
こ
れ
ら
の
国
が
い
ち
早
く
ワ
ク

チ
ン
を
開
発
で
き
た
背
景
で
も
あ
る
ら

し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
直
面
し
て
知
り
得
た

厳
し
い
現
実
だ
。
食
料
の
安
全
保
障
も
問

題
で
あ
る
。 

 
か
つ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ゴ
ー
ル
大
統

領
は
、「
食
を
外
国
に
委
ね
る
の
は
独
立

国
家
で
は
な
い
」
と
発
言
し
、
フ
ラ
ン
ス

の
自
給
率
を
１
０
年
間
で
８
５
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
１
２
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き 

上
げ
た
。
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
３
８
パ

ー
セ
ン
ト
。
先
進
国
の
中
で
最
低
の
水
準

だ
。
安
全
保
障
の
足
元
が
こ
こ
で
も
脆
弱

だ
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
人
々
の
日
常
は
大
き
く

変
化
し
た
が
、
安
全
保
障
も
含
め
、
こ
の

経
験
を
多
く
の
教
訓
と
し
日
本
人
の
血

肉
と
し
て
、
後
継
者
に
伝
え
て
い
く
使
命

が
、
私
た
ち
に
は
あ
る
と
思
う
の
だ
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
４
年
度
平
塚
市
総
合
防
災
訓
練 

(

防
災
フ
ェ
ア
・
地
震
対
応
訓
練)

に
参
加 

防
災
担
当
理
事
役 

荻
原 

洋
聡 

１ 

全 

般 

 

残
暑
厳
し
い
８
月
２
７
日
（
午
前
中
）、

平
塚
市
総
合
公
園
に
お
い
て
、
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
た
令
和
４
年
度
平
塚
市
総

合
防
災
訓
練
（
防
災
フ
ェ
ア
・
地
震
対
応

訓
練
）
に
、
清
崎
支
部
長
以
下
・
計
５
名

が
参
加
し
た
（
清
崎
支
部
長
、
小
甲
事
務

局
長
、
荻
原
防
災
担
当
主
任
、
山
本
・
鼓

各
防
災
担
当
。
な
お
、
会
場
に
て
小
見

山
・
喜
瀬
各
理
事
役
、
久
保
前
防
災
訓
練

担
当
主
任
の
支
援
、
応
援
あ
り
）。 

 

湘
南
支
部
防
災
フ
ェ
ア
内
容
と
し
て

は
、
① 

隊
友
会
活
動
の
Ｐ
Ｒ
：「
公
益

社
団
法
人
隊
友
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の

配
布
、 

② 

防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
、
災

害
派
遣
の
写
真
（
海
自
八
戸
航
空
基
地
で

の
事
例
）
展
示
・
説
明
、
③ 

地
震
に
よ

る
液
状
化
現
象
の
実
験
、
展
示
・
説
明 

の
３
本
柱
で
実
施
し
た
。 

２ 

所 

見 

コ
ロ
ナ
蔓
延
下
で
の
開
催
な
が
ら
、
多

数
の
来
訪
者
が
あ
り
、
ま
た
多
様
な
参
加

グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
を
知
り
・
学
ぶ
貴

重
な
機
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
隊
友 

 

 

初
秋
雑
記 

特
別
会
員 

鈴
木 

道
子 

 

２
０
０
１
年
９
月
１
１
日
の
ア
メ
リ

カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
か
ら
２
０
年
、
テ

レ
ビ
で
の
特
集
番
組
を
見
る
機
会
が
あ

っ
た
。
鮮
明
な
記
憶
が
残
る
恐
怖
の
事
件

で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
テ
ロ
組
織

ア
ル
カ
ー
イ
ダ
に
よ
る
一
連
の
攻
撃
で

日
本
人
２
４
人
を
含
む
２
，
９
７
７
人
が

死
亡
、
２
５
，
０
０
０
人
以
上
が
負
傷
し
、

イ
ン
フ
ラ
被
害
や
物
的
損
害
に
加
え
て
、

現
在
ま
で
、
長
期
的
健
康
被
害
も
発
生
し

て
い
る
そ
う
だ
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
治

安
担
当
の
要
職
で
、
早
く
か
ら
ア
ル
カ
ー

イ
ダ
や
首
謀
者
の
ウ
サ
ー
マ
・
ビ
ン
・
ラ

ー
デ
イ
ン
に
着
目
し
て
い
た
人
物
が
い

た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
人
物
、
ジ
ョ
ン
・
ｐ
・
オ
ニ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
書
籍
や
映
像
作
品
も
発
表
さ
れ
て
い

た
ら
し
い
。
残
念
な
が
ら
私
の
粗
い
編
み

目
は
通
り
抜
け
て
い
た
ら
し
い
。
ど
の
よ

う
な
事
に
も
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
星
と

な
る
よ
う
な
人
物
な
り
、
対
策
は
必
ず
あ

る
も
の
だ
と
思
っ
た
。
が
、
そ
れ
は
、
往
々

に
し
て
極
わ
ず
か
の
人
た
ち
に
よ
る
少

数
意
見
で
あ
る
。
喧
し
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
は
、
と
も
す
れ
ば
、
は
じ
き
飛
ば
さ
れ

て
し
ま
う
。
そ
こ
に
、
経
験
豊
か
な
眼
力

の
あ
る
ト
ッ
プ
が
い
れ
ば
、
星
は
現
実
の

作
戦
と
な
る
の
だ
。
ジ
ョ
ン
・
ｐ
・
オ
ニ

ー
ル
氏
の
声
を
正
確
に
キ
ャ
ッ
チ
出
来

ず
、
対
策
が
取
れ
な
か
っ
た
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
大
き
な
失
策
の
歴
史
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

翻
っ
て
、
今
年
２
月
に
は
、
ロ
シ
ア
が 
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が
な
い
か
ら
来
場
し
た
の
か
。
筆
者
は
前
者

で
あ
る
と
信
じ
た
い
。 

筆
者
は
防
災
や
危
機
管
理
意
識
は
日
常
生

活
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
子
ど

も
の
頃
よ
り
養
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思

う
。
子
ど
も
連
れ
が
多
く
来
場
し
て
い
る
光

景
や
荻
原
理
事
役
の
液
状
化
実
験
も
子
ど
も

で
に
ぎ
わ
っ
た
こ
と
は
防
災
に
関
わ
る
身
と

し
て
う
れ
し
か
っ
た
。 

皆
さ
ん
も
地
域
の
防
災
訓
練
や
自
治
体
の

防
災
に
も
関
わ
り
自
衛
隊
の
経
験
活
用
や
自

身
の
防
災
能
力
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
４
年
度
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
九
月
二
十
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

特
別
会
員 

 

吉
田
清
人
、 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

新
入
会
員
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
） 

 

転
入
（
正
会
員
） 

 

・
林 

祐 

横
須
賀
支
部
よ
り 

会
湘
南
支
部
の
Ｐ
Ｒ
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。
第
４
施
設
群
、

神
奈
川
地
本
等
と
の
関
連
の
深
い
団
体
に
隣
接

す
る
区
画
配
置
の
考
慮
を
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
Ｐ
Ｒ
効
果
の
促
進
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
時
節
柄
、
熱
中
症
対
策

の
観
点
か
ら
も
、
短
時
間
な
が
ら
午
前
中
の
開

催
時
間
は
適
切
だ
と
感
じ
て
い
る
。
訓
練
場
所
、

時
間
配
分
等
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
、
適
切
で

あ
り
、
多
様
・
多
彩
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団

体
の
存
在
を
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

３ 

今
後
の
展
望 

多
種
多
様
な
特
徴
・
特
技
を
有
す
る
参
集
団

体
が
、
事
態
発
生
時
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
連
携
が
で
き
る
か
？
そ
の
機
能
を
発
揮
で
き

る
か
？
は
、
日
頃
か
ら
の
相
互
の
意
見
交
換
・

情
報
交
換
が
不
可
欠
だ
と
思
う
。
一
斉
に
参
集

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
に
し
て
も
、
類
似
カ

テ
ゴ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
間
だ
け
で
も
、
今
後
、

交
流
が
進
む
段
階
に
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
ま
た
、
平
塚
市
と
の
防
災
協
定
締
結
の
促

進
に
つ
な
げ
た
い
。 

       

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
防
衛
講
演
会
の
お
知
ら
せ
」 

講
師
：
元
海
上
幕
僚
長 

村
川
豊
氏 

演
題
：「
こ
れ
か
ら
の
時
代
、 

い
か
に
国
を
守
っ
て
い
く
の
か
」 

日
時
：
令
和
４
年
１
２
月
１
８
日
（
日
） 

 
 
 

１
６
０
０
～
１
７
３
０ 

 
 
 

開
場
は
１
５
１
５
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

編
集
後
記 

１
８
日
１
９
時
頃
、
鹿
児
島
市
に
上
陸
し

た
台
風
１
４
号
は
、
９
３
５
ｈ
ｐ
ａ
で
過
去

４
番
目
の
低
い
気
圧
で
し
た
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・09/29（木） 

 部隊研修（市ヶ谷） 

・10/08（土） 

 第６回支部理事役会 

・10/15（土） 

 湘南・西湘支部ﾄｰｸｻﾛﾝ 

・10/20（木） 

 10 月隊友紙発送 

・11/05（土） 

 第７回支部理事役会 

・11/24（木） 

 11 月隊友紙発送 

・11/下旬 

 名所旧跡探勝（場所未定） 

場
所
：
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ 

３
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル 

（
Ｊ
Ｒ
石
川
町
駅 

徒
歩
３
分
） 

主
催
：
神
奈
川
県
隊
友
会 

参
加
費
：
無
料 

１
．
申
込
み
は
事
前
登
録
制
で
す
。 
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9
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（
担
当
：
五
島
） 

 
 

全
員
の
氏
名
及
び
代
表
者
の
連
絡
先
を
お

知
ら
せ
下
さ
い
。 

 
 

期
限
：
令
和
４
年
１
２
月
２
日
（
金
） 

 
 

収
容
可
能
員
数
（
１
０
０
名
）
に
達
し
た

時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。 

 
 

詳
細
は
神
奈
川
県
隊
友
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。http

s://ta
iy

u
k

a
n

a
g
a

w
a

.co
m

 
２
．
講
演
を
中
止
す
る
場
合
は
、
同
Ｈ
Ｐ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

３
．
当
日
は
必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
令
和
４
年
度
安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
」 

の
開
催 

昨
年
に
引
き
続
き
西
湘
支
部
と
共
催
事
業
と

し
て
は
第
５
回
と
な
り
ま
す
安
全
保
障
ト
ー
ク

サ
ロ
ン
を
下
記
に
よ
り
開
催
致
し
ま
す
。 

１
．
日
時 

令
和
４
年
１
０
月
１
５
日
（
土
） 

１
４
０
０
～
１
５
３
０
（
受
付
１
３
３
０
） 

２
．
会
場 

藤
沢
商
工
会
議
所
「
ミ
ナ
パ
ー
ク
」 

３
階 

３
０
３
会
議
室 

（
Ｊ
Ｒ
藤
沢
駅
北
口
か
ら
北
へ
徒
歩
約
３
分
） 

３
．
講
師 

四
方
輝
夫
氏 

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
作
家
） 

４
．
演
題
「
日
本
国
民
と
我
が
国
の
安
全
保
障
」 

５
．
意
見
交
換 

講
演
後
講
師
と
の
意
見
交
換 

今
年
２
月
に
起
こ
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
受
け
て
、
嘗
て
な
い
程
に
日
本
の
安

全
保
障
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

本
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
に
お
き
ま
し
て
皆
様
方
の

積
極
的
な
ご
参
加
に
よ
り
、
当
安
全
保
障
ト

ー
ク
サ
ロ
ン
の
目
的
で
あ
り
ま
す
参
加
者
相

互
の
活
発
な
意
見
交
換
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。 

 
 
 
 

（
担
当
理
事
役
高
鹿
治
雄
） 

       

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

久
々
の
総
合
防
災
訓
練 

支
部
理
事
役
（
防
災
士
） 

皷 

達
也 

８
月
２
７
日
、
２
年
ぶ
り
に
平
塚
市
総
合

防
災
訓
練
が
平
塚
総
合
公
園
で
実
施
さ
れ
支

部
長
以
下
４
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。
災
害

は
感
染
症
流
行
中
で
も
待
っ
て
く
れ
ず
、
複

合
災
害
は
悲
惨
な
状
況
に
陥
り
や
す
く
訓
練

は
重
要
だ
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
露
店
は
な
く
、
防
災
関

係
機
関
の
ブ
ー
ス
の
み
で
あ
っ
た
。
当
日
は

最
高
気
温
３
２
℃ 

湿
度
８
０
％ 

風
速
３

ｍ
／
ｓ
と
日
陰
で
も
熱
中
症
に
な
り
そ
う
な

環
境
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

人
が
来
場
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て

も
皆
が
防
災
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

証
、
ま
た
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
か
に
や
る
こ
と 

 

 

荻原理事役の実験と子どもたち 

隊友会の説明を受ける平塚市長  

 

 
荻原防災主任による液状化実験説明 

氏 

mailto:Hiroshi.Gotou@jp.nttdata.com
https://taiyukanagawa.com/

